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概況 

 
 

第１限 「愛知県の森林・林業政策」 
講師 愛知県農林水産部 技監 加藤 知 
 
世界の森林について 
 世界の森林面積は地球表面積の約１割である。2010 年における森林面積の増減

は熱帯雨林は減少しているものの、ヨーロッパ、アジアおよびロシアなどではあまり変

化が無く、中国やアメリカでは増加している。 
日本の森林について 
 日本は国土の面積の約 6 割が森林であり、その中の 6 割が私有林である。明治

時代の森林は収奪によりにはげ山がところどころで見ら特に愛知、滋賀、岡山は三大

はげ山地と呼ばれた。 
 はげ山復旧事業は明治期から始められ、徐々に森林は回復していった。 
 
木材価格と自給率 
 戦後、復旧などの需要と木材不足から丸太価格は高騰し、1980 年にピークを迎え

た。その後、下落傾向にある。木材の自給率は平成 12 年に 20%まで下落したが、

平成 22 年には 26%まで上昇した。 
愛知県の森林・林業の現状 
 愛知県の森林面積は日本の森林面積の 0.9%であり、全国と比べ森林は多くない

が（全国第 37 位）、木材・木製品出荷額は全国 3 位である。愛知県の森林分布は



人工林が約 6 割と全国的に見ても高い（第 3 位）。 
 
国の施策：森林・林業基本計画 
 森林の多面的機能の発揮と林産物の供給および利用を目的とし、実効性の高い森

林計画制度の普及・定着、高性能林業機械導入などの低コスト・効率化、フォレスタ

ーなどの人材育成・確保等を行う。 
 
愛知県が目指す森林づくり 
①食と緑の基本計画 
 県産木材の生産量を 12 万 m3 に設定。 
②あいち木づかいプラン 
 目標の一つに平成 27 年までに県の公共施設・公共工事で使用する木材の県産木

材利用率 50%を掲 
げる。 
③あいち認証制度 
 県林木材の利用拡大として、あいち認証材の利用を提案・設計・施工した建築士に

技術料支援・あいち認証材使用建築物に対し、CO2 貯蔵量の認定証交付。 
④あいちの森と緑づくり 
 都市の緑の保全・創出、森林再生、環境活動や木材活用の普及啓発に利用。 
⑤低コスト林業の推進 
 高性能林業機械の活用・直栽本数の見直し。 
 
これからの課題と取り組み 
・林業の再生と山村の活性化 
 高齢級森林の施業方法、循環型林業の推進。 
・木材の安定供給に必要な体制の確立 
 間伐材をはじめとした県産木材の利活用、森林施業の団地化・集約化。 
・多様で健全な森林の整備 
 フォレスター・オペレーター等の確保と育成。  
 


